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2 次元有機無機ペロブスカイト型化合物は絶縁体である有機層と半導体である無機層が自己組

織化により交互に積層し、量子井戸構造を形成する。量子閉じ込め効果により、この構造の無機

層内に閉じ込められた励起子の束縛エネルギーは増大し、室温下でも励起子再結合由来の高強度

な発光が観測されることが知られており [1]、当化合物のシンチレータとしての利用が期待され

る。先行研究より、有機層のベンゼン環に置換基を導入すると格子歪が生じ、発光特性が変化す

ることが報告されている [2]。本研究では Cl 置換基を導入した(n-ClC6H4C2H4NH3)2PbCl4 ((n-

ClPEA)2PbCl4) (n = 2, 3, 4) 及び(C6H5C2H4NH3)2PbCl4 ((PEA)2PbCl4) 結晶を育成し、光学及びシンチ

レーション特性を評価した。 

 (n-ClPEA)2PbCl4 (n = 2, 3, 4) 及び(PEA)2PbCl4の X線誘起シンチレーションスペクトルを Fig. 1

に示す。全てのサンプルで 400–700 nmにブロードな発光ピークが確認された。この発光は自己束

縛励起子の再結合に由来すると考えられる。Fig. 2に X線誘起シンチレーション減衰曲線を示す。

これらの減衰曲線は全て 2 成分の指数関数の和で近似することができ、第 1 成分と第 2 成分はそ

れぞれ 7–21 ns と 105–504 ns の時定数を有していた。第 1 成分は無機層での自己束縛励起子の再

結合に由来し、第 2成分は欠陥での励起子の再結合に由来すると考えられる [3]。本講演では光学

およびシンチレーション特性における Cl置換効果について報告する。 
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Fig. 1.  X-ray-induced scintillation spectra. Fig. 2.  X-ray-induced scintillation decay curves. 
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